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あらまし 食事の魅力は美味しさや料理自体の見た目など調理の出来のみならず，盛り付けや食器の選択などの提供
方法との組み合わせによって形成される．特に提供方法においては，器は見栄えの評価に大きな影響を与える．しか
し，器の選択では見栄えだけでなく，料理の形状や性質との適合性を考慮しなければならず，最適な器は自身が料理
を振る舞う相手，行事などの状況・背景や用途などの食事のコンテキストにも依存する．そのため，料理に対する知
識や経験が少ない人にとっては難しい課題である．そこで，料理と器の関係性を分析し，盛り付けに関する知識や経
験を有していない調理者への器の選択支援を目指す．その端緒として，本稿では料理と器の調和に着目し，料理と器
それぞれの領域とその色ヒストグラムの関係について調査する．
キーワード ヒストグラム，器のデータセット，料理画像，盛り付け，食メディア
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Abstract This paper investigate relationship between foods and plates based on each color histogram and its area. The goal
of this research is to support selecting appropriate plates at everyday diet for people with a lack of aesthetic sense based on
knowledge and experience in cooking. To meet this goal, we focused on if there is any sort of relationship between foods
and plates. Attractive diet is composed of combinations of cooking quality and its way to serve such as food-plating and
plate-selection. Specifically, plates are influential factor to make people feel how the dishes visually attractive in serve process.
However, selecting attractive plate is quite difficult for the people who do not have the basics. It is necessary to think of contexts
such as situation and background when or to who we serve meals, not only visual attractiveness and characteristics of each
food. As an investigation result, the shape and the material of plate is considerable to analyze of the relationships between
foods and plates.
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1. は じ め に
食事の魅力は，美味しさや見た目や食事を行う環境などの要
素によって構成される．食事の見た目に関しては，自身が作成
した料理を SNSに投稿することが一般的になっており，料理の
盛り付けなどの見栄えに対する反響やニーズが大きい．食事の
見栄えにおいて，器の選択は大きな影響を与える．器は，性質

や形状が様々であり，料理をのせる以上の役割を持っている．
例えば，「カレー」と「カレー丼」の違いに着目すると，カレー
はスパイスを味わう料理であることに対し，カレー丼は出汁で
ルーを伸ばして味わうというように，味わい方の異なる料理で
ある．しかし，味わい方までを理解していなくても，これらの
料理は異なるものであると認識されている．これは，器が与え
ている印象が大きい．一般的にカレーは皿に，カレー丼は丼に
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表 1 器の属性における機能的側面と美的側面の対応表
属性 機能的側面 美的側面
サイズ ◯ △
タイプ ◯ △
材質 ◯ △
色 X ◯
模様 X ◯

盛り付けることで別の料理として提供される．このように，類
似した料理を決定づける役割を器が担っている場合がある．
器にはサイズ，形状，素材，色，模様などの属性があること
から器の選択は複雑化する．器のサイズは料理だけでなく，状
況にも依存する．例えば，イベントなど大人数で食事をする状
況においては大きな器が選択され，そこに数種類の料理が盛り
付けられることが多い．形状については，円形以外に楕円形や
台形などの器が存在し，盛り付け方法が通常と異なる場合があ
る．素材には陶磁器，木製品，ガラス，プラスチックなどがあ
り，食事を振る舞う相手や状況において適切な素材の器を選択
しなければならない場合がある．器の色や模様は料理との相性
を個人の美的感覚で選択することが求められる．このように，
器の選択は料理の形状や性質との適合性以外に，料理を振る舞
う相手，行事などの状況・背景などの食事のコンテキストを考
慮しなければならない．そのため，料理に関する知識の少ない
人にとっては，料理に対する器の選択が困難な場合がある．
こうした背景の下，本研究では料理と器の関係性を分析する
ことで，盛り付けに関する知識を有していない調理者への器の
選択支援を目指す．本稿では，その端緒として料理と器の色彩
調和に着目し，食事画像の料理と器の領域を分割したデータ
セットを人手で作成し，それぞれのヒストグラムから関係性を
分析した．

2. 関 連 研 究
魅力的な食事には，料理，食器や環境など複数の要因が影響
する．そのため，それぞれの関係性を分析・整理することで，
食事の魅力への理解に繋がると考える．本研究では，様々な要
因の内，視覚的特徴に着目し食事の主要な要素となる料理と器
の関係性を明らかにすることを試みる．
本章では，従来から行われている食事の魅力に関する研究と
食事画像の物体認識に関する研究を紹介する．食事の魅力に関
する研究では，各研究において食事の魅力がどのように評価さ
れているのかを概観する．食事画像の物体認識に関する研究で
は，料理と器の関係性の分析においは，料理と器を二分して考
える必要があるため，その分離方法について概観する．

2. 1 食事の魅力
魅力的な食事は，料理の美味しさや提供方法の印象など様々
な要因が影響する．画像処理における食事の魅力の評価に関す
る研究として，魅力的な料理写真を撮影する支援が行われてい
る．Takahashi らは食事全体の印象や主食材の見え方に基づく
画像特徴量と料理の魅力度から，回帰分析を用いて，料理写真
全体の魅力度を推定する手法を提案した [6]．この研究では，魅

力度は料理領域における色，形状，テクスチャによって推定さ
れる．また魅力度評価では，料理を様々な角度から撮影した画
像データセットを作成し，被験者実験により各画像の魅力度を
付与したものを用いている．
柿森らは，食事の構図に着目し，簡単な操作で美味しそうな

料理写真を撮影できるシステムを提案した [8]．料理の数に合
わせて，それぞれの位置，回転角，専有面積，カメラの角度か
ら構図を提案し，スマートフォンからユーザに指示することで，
撮影支援を試みている．この研究では被験者実験により，魅力
的な料理写真であるかを評価している．

2. 2 食事画像の物体認識
食事画像から，料理を認識する研究が盛んに行われている．

深層学習を用いた代表的な研究として，Kageyaらは，CNNを
用いて食事画像から料理を認識と検知する手法を提案した [3]．
代表的な 10種類の食事認識に Food-Log [2]を基にしたデータ
拡張を行うことで，93%の識別率を達成している．

Wangらは，一つの器に数種類の料理が盛り付けられた混合皿
からマルチラベル学習による料理認識手法を提案した [7]．複数
の食事データセットから，単一料理を DCNNを用いて学習し，
畳み込み層のデータを初期化することで，それを混合皿におけ
る料理の認識と検出に応用した．実験では，混合皿の Economic
riceと Economic beehoonのデータを収集して，システムの有用
性を検証した．

3. 器について
前章で述べたとおり，料理自体の認識タスクは盛んに行われ

ている．一般物体認識の研究分野において，背景モデル [9]が
着目されており，対象物体の認識には背景情報が重要であるこ
とが分かっている．食事における背景情報は，食器と食事環境
と定義できる．
食器とは，箸，コップ，容器など食事に用いられる道具や器

具のことを指す．特に器は料理とセットで扱われ，料理によっ
て様々な種類の器が食卓に並べられる．様々な種類が存在する
器の特徴や性質を器の属性とすると表 1のように分類できる．
以下では，器の属性についてそれぞれ定義し，概説する．
サイズ 器の大きさ
形状（タイプ） どの料理を盛り付けることを目的としている
かによる器の形の違い．
材質 器を構成する素材の主成分．陶磁器ならば衛生的で一定
の耐久性がある．金属製には鉄，ステンレス，アルミなどがあ
り，耐熱性において優れている．
色 器のベースとなる色．食器の内側と外側で配色が異なる場
合や，器の部分的に配色が異なる場合がある．
模様 器の表面に施される装飾としての絵や図柄．文化によっ
て様々な種類が存在する．
これらの属性は分類方法によって形式化される．例えば，器

は文化によって，洋食器，和食器，中華食器，韓国食器などに
分類されることがある．この形式において，洋食器には，ディ
ナープレートやデザートプレート，和食器にはどんぶりや焼き
物皿などの種類があり，種類によって器の属性が決まる．しか
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表 2 データセット概要
調査対象カテゴリ数 10
原画像枚数 20/ 1 カテゴリ
マスク種類数 3/原画像

し，食文化は個人の創作性によって日々変化することから，器
の文化的形式における選択には限界がある．そのため，各属性
の性質を考慮して器を選択する方法として機能的側面と美的側
面による選択がある．
機能的側面による選択とは，利用目的によって器を選択する
ことである．特に，サイズ，形状，材質は料理の物理的性質に
密接に関わっている．そのため，料理の量，種類や温度の情報
と器の属性とを紐付けることで，器を選択できる．例えば，洋
食器のグラタン皿や中華食器の蒸碗などは，機能的側面として
調理工程で調理器具としての役割を持つ．美的側面による選択
とは，人の美的感覚によって器を選択することである．この選
択によって，食事の印象は大きく変化する．特に，色や模様は
料理の色との組み合わせを考慮して器の選択を行うことが多い．
しかし，器の選択方法は個人の美的感覚に依存することから，
選択の規則性が曖昧である．
料理に関する知識があれば，形状やサイズ感などは機能的側
面から料理に対する器の選択が行える．しかし，料理に関して
の知識を有していても，美的側面による器の選択は容易ではな
い．そのため，本研究では美的側面に着目し，料理と器の色の
関係について調査する．

4. データセット
料理と器それぞれの領域とその色ヒストグラムの関係を調査
するため，食事画像を料理，皿，料理と器に分割したマスク画
像のデータセットの構築を行った．マスク処理に使用する白黒
2値画像（以下，基準画像）は人手で作成した．
データセットの概要を表 2に示す．データセット構築には，

UECFOOD100 [4]の食事画像を使用した．このデータセット内
の 10カテゴリにおける各 20枚の画像を今回の調査の対象とす
る．対象としたカテゴリを表 3に示す．対象の食事画像に対し
て，料理領域，器領域と料理・器領域の基準画像を用意した．
データセットに格納されている対象の食事画像と基準画像を図
1に示す．
様々な観点から料理と器の関係性を分析するため，食事のカ
テゴリの選択には，文化や調理法が異なる食事を選択した．ま
た，パンやたこ焼きなどのように紙やプラスチック製の容器に
盛り付けられた画像が頻出するカテゴリについては選択肢から
除外した．

4. 1 元画像の選定
基準画像のための食事画像選択では，撮影技法，画像加工，
食器の有無と器の素材による影響に注意した．
撮影技法では，カメラポジションが対象の食事全体が映る位
置から撮影されたものを選択した．このとき，料理がズームさ
れ器がほとんど映っていないものは画像選択から除外した．カ
メラアングルに関しては，画像中の器の領域が大きくなるよう，

図 1 対象の食事画像（左上），料理領域の基準画像（右上），器領域の
基準画像（左下），料理・器領域の基準画像（右下）

表 3 調査対象とした UECFOOD100 におけるカテゴリ
カテゴリ名 category id カテゴリ名 category id
ピラフ 3 ラーメン 23
親子丼 4 スパゲッティ 27
カレーライス 6 オムレツ 40
ビビンバ 11 ポテトサラダ 86
天ぷらうどん 21 中華スープ 91

可能な限り真上から撮影されたものを選択した．
画像加工では，画像内に文字情報がある場合やグラデーショ

ンフィルタなどの加工が施されている画像が含まれている画像
を除外した．
食器の有無では，料理内にフォークやスプーンなどの食器が

写り込んでいる画像も含まれている．このような，画像加工が
なされている画像や器の中に，スプーンやフォークなどの食器
が写り込んだ画像も選択から除外した．
器の素材による影響では，周囲環境が器に反射して本来の器

の色とは異なる場合が存在する．これは，ガラスなどの半透明
な素材の器に多い．今回の調査では，器自体の色が明確な器を
対象とし，それ以外の食器に関しては選択から除外した．

5. 分析と考察
料理と器の関係性を調査するため，4. 章で紹介したデータ

セットを用いて，色ヒストグラムに着目し分析を行った．料理
と器を分割するマスク処理は OpenCVを用いて行った．基準画
像として，料理，器，料理と器の 3種類の画像を用意し，原画
像に対してマスク処理を行った．分析にはマスク処理と同様，
OpenCVを用いた．料理以外をマスク処理した画像（以下，料
理画像），器以外をマスク処理した画像（以下，器画像）のそれ
ぞれの画像をグレースケールに変換した．料理と器の関係分析
のため，料理画像と器画像のヒストグラムを抽出し，抽出した
2つのヒストグラムの相関係数（以下，類似度）を算出した．ま
た，料理と器の傾向分析のため，各画像の輝度値（0から 255）
の中央値を算出した．全料理画像の輝度の平均値は 130 であ
り，全器画像の輝度の平均値は 154であった．
類似度分析の結果が特徴的であったものについて考察する．

類似度の平均が最も高かったものは，「ポテトサラダ」であっ
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表 4 親子丼における料理画像と器画像の類似度
image id 300 301 303 304 305 314 315 323 327 331 333 336 337 339 343 346 351 354 362 390
類似度 0.75 0.70 -0.64 0.53 0.57 0.88 0.85 0.49 0.45 0.68 0.69 -0.61 -0.22 0.75 -0.30 -0.25 0.60 -0.30 0.05 -0.57

[1] 類似度の高い画像
[2] 類似度の低い画像

図 2 親子丼の元画像

た．ポテトサラダの輝度の平均値は 168と全体平均より高かっ
た．また，ポテトサラダにおける器の輝度の平均は 154と全体
平均と変化はなかった．このことから，ポテトサラダ自体の輝
度値が高く類似度が高くなったことが分かる．
類似度の分散が大きいものは，料理と器の関係性に特徴があ
ると仮定し，上記の処理をカテゴリごとの類似度の分散を算出
した．その結果，カテゴリの中で分散が最も大きかったものは
「親子丼」，2番目に大きかったものは「天ぷらうどん」であった．
類似度分析によって分散が大きかった親子丼を例に上げ，料
理と器の関係について考察する．料理と器の類似度が最も高
かった 4 画像と最も低かった 4 画像を図 2 に，各画像の類似
度を表 4に示す．類似度の高い画像では，陶磁器の丼鉢が使用
されていることが分かる．また，類似度の低い画像では，輝度
の高い漆器が使われていることが分かる．このことから，より
濃淡の異なる器を使い分けることが一般的なカテゴリである親
子丼の分散が高くなっていると考えられる．また，同じ形状の
丼鉢でも，材質が異なることで，ヒストグラムに大きな変化が
あることから，形状・材質と色の関係性が重要であると考えら
れる．

6. お わ り に
本研究では，料理と器の関係性に着目した色ヒストグラムに
おける特徴分析を行った．分析に用いたデータセットは，料理
と器の領域分割を人手で行った画像で構築した．分析では，料
理と器それぞれのヒストグラム特徴量から類似度を算出した．
分析の結果，特徴的であった食事カテゴリの「親子丼」に着目
した．料理と器の色の関係には器の属性の中でも，形状と材質
が重要であることがわかった．しかし，今回はヒストグラム特
徴量をグレースケールの画像から抽出しているため，色彩分析
を行うことができなかった．そのため，今後の分析には，デー
タセットの拡張と分析方法の改善が必要である．
本稿におけるデータセット構築は人手で行ったため，幅広い
カテゴリやより多くのデータを分析することができない．その
ため，データセット構築を自動化し，拡張する必要がある．食

事画像の検出と認識については，CNNを用いた [5]，[3]などが
ある．データセット構築には，食事画像認識以外に領域分割を
行う必要がある．そのため，CNNによる物体認識の中でも，[1]
や [7]のようなセマンティックセグメンテーションによる領域
分割を応用することで，料理と器の領域分割を行うことが可能
であると考える．4.章で述べた通り，データセット構築で料理
に対して斜めや横から撮影した画像を除外した．そのため，器
全体の色を分析したわけではないことから，器の形状から食事
画像のカメラポジションをクラス分けする必要がある．
ヒストグラムにおける分析では，今回はグレースケールのヒ

ストグラム比較を行った．食事画像の色分析を行っている研究
として [6] がある．この研究では，Lab 色空間における色頻度
を食事画像から抽出している．この研究を応用すれば，色頻度
の抽出を行い料理と器の色彩特徴の比較を行うことができる．
また，5.章の考察で述べた通り，食器の色と材質との関係性が
高い．そのため，食事カテゴリごとの器の材質のアノテーショ
ンを行い色彩情報と紐付けることで，器の内側と外側で色が異
なる場合にも対応できると考えられる．
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